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強みは独自に蓄積した画像処理アルゴリズム

スピードと精度を担保する強みは，長年のデータか
ら蓄積された独自の画像処理アルゴリズムである．検
査項目ごとにアルゴリズムがあるが，ここでは入味検
査装置を例に説明する．
同じ製品の入味高さは一定のはずだが，充填時の誤

差を完全に防ぐことはできない．特に酒類は生産量が
酒税に直結することもあり，精確な検査が求められる
が，実際にはそれは至難の業である．ラインを流れて
いく飲料の液面は高速移動により常に揺れており，波
立ちもある．容器の形状，液種によってその波立ち方
は異なる．薄い PET ボトルなどは容器そのものが揺
れることもあれば，炭酸を含む飲料は液面が泡立つこ
ともある．このように動いている状態で液面を撮影す
るのだが，それを独自のアルゴリズムで処理すること
で，入味高さを検査している．
これら検査装置に加えて，ボトル排出機（ 良品以

外をラインの外に出す）やピッチ切り装置（ 1 本，
1 本が任意の等間隔で流れるようにする）など周辺機
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できるようになってはいるが，現場での調整に加えて
全般的な検査・確認を行うこともある．もちろん，何
らかの不具合があれば，日本全国ほぼ 24 時間以内に
担当者が急行して修理する．
高度な撮影技術，実績から導かれたアルゴリズムを

十分に発揮するには，照明技術が鍵である．どの程度
の光をどのような角度で当てればこのように反射する
という理論はあるが，理論どおりに照明を当てて撮影
しても，ハイスピードに対応しつつ解析可能な画像を
得るのは容易ではない．昨今はやりの光沢のあるラベ
ルや，金色や銀色の容器は特に困難を極める．そうい
うときにこそ，さまざまな条件下で培ってきた経験を
基に調整する技が必要とされる．
お客さまとの細やかなコミュニケーションのなかか

ら，エンジニア自身が顧客ニーズをつかみ，次なる企
画を提案することを重ねてきた．その結果，現在は飲


